
「
通
い
の
場
」
が
介
護
予
防
に

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き

生
き
と
過
ご
し
て
い
く
に
は
、
人
と
の

つ
な
が
り
や
役
割
、
生
き
が
い
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
近
隣
の
人
や
友
人

た
ち
と
気
軽
に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
体

操
し
た
り
、
趣
味
活
動
を
し
た
り
す
る

身
近
な
居
場
所
が
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
社
会
参
加
の
頻

度
が
高
い
ほ
ど
、
転
倒
や
認
知
症
、
う

つ
の
リ
ス
ク
が
低
い
傾
向
が
明
ら
か

に
。
地
域
に
居
場
所
や
役
割
、
仲
間
が

い
る
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご

す
た
め
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　
５
人
以
上
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
場
所

を
「
通
い
の
場
」
と
し
て
登
録
す
る
制
度

認
知
症
の
人
が
安
心
で
き
る
ま
ち

　
厚
生
労
働
省
は
、
令
和
７
年
に
は
認

知
症
の
人
が
全
国
で
約
７
０
０
万
人
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
の

５
人
に
１
人
の
割
合
で
す
。

　
市
に
は
、
症
状
や
気
持
ち
を
正
し
く

理
解
し
、
本
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で

温
か
く
見
守
り
支
え
る
、
市
民
の
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
い
ま
す
。

　
市
は
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
、
団
体

と
し
て
認
知
症
の
人
を
支
え
る
「
オ
レ
ン

ジ
協
力
隊
」
の
募
集
を
始
め
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
銀
行
な
ど
の

店
舗
や
地
域
の
団
体
が
支
援
で
き
る
こ

と
を
宣
言
し
、
市
に
登
録
。「
久
留
米
市

住み慣れた　　　 　で 暮らしていく
　誰もが年齢を重ねると、心と体の状態が変
化していきます。自分らしく元気に暮らし続
けるために久留米市が行っている取り組みを
紹介します。

が
で
き
ま
し
た
。「
通
い
の
場
」
は
、
生
き

が
い
や
仲
間
作
り
の
き
っ
か
け
に
な
り
、

介
護
予
防
の
拠
点
に
も
。
ス
テ
ッ
プ
運
動

や
会
食
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
農
作
業
な
ど

の
活
動
で
、
地
域
住
民
が
自
由
に
参
加

で
き
る
グ
ル
ー
プ
が
登
録
で
き
ま
す
。

申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
す
る
と
３
つ

の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■

申
請
条
件
65
歳
以
上
の
市
民
が
５
人

以
上
で
、
毎
月
１
回
以
上
集
ま
っ
て
活

動
す
る
こ
と
　
■

料
金
無
料
　
■

支
援
内

容
①
団
体
活
動
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
掲
載
　
②
介
護
予
防
教
材
「
タ

オ
ル
ＤでＥ
こ
げ
ん
よ
か
体
操
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
進
呈
　
③
１
年
に

３
回
ま
で
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
講

師
を
派
遣

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
、
市
全
体

で
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

ま
ち
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
協
力

隊
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
ス

テ
ッ
カ
ー
な
ど
の
目
印
を
掲
げ
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
が
で
き
る
環
境
を
み
ん
な
で
目

指
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
２
０
７
、
℻
０
９
４
２
・
３
６
・
６

８
４
５
）

　東日本大震災が起き、絆を大切にす
る機運が広まったのに、新型コロナで
人とのつながりが分断されました。そん
な中、地域の仲間で集まって何かでき
ないかと考え、活動を開始しました。
　「姫の会」は、週に5～6日集まって、
ネギを決められた重さで包装する作

業とモリンガの栽培から販売までを
しています。作業する仲間は、60 歳
から 80 歳代までの 7 人。今では会
員で旅行に行くことを目標に作業を
頑張っています。近くで集まり、仲
間と楽しく過ごせる場が大切だと感
じています。

仲間と楽しく過ごせる場の大切さ
オレンジ協力隊になるには
　オレンジ協力隊は、約 10人以上の団体で、そ
の半数程度が認知症サポーターであることが必要
です。認知症の人への接し方、本人やその家族に
対してできる事をオレンジ協力隊養成講座で考
え、活動を宣言した後、市に登録されます。養成
講座を開催したい場合、市から講師を派遣します。
詳しくは市ホームページを確認してください。

特集　自分らしい生活を送るために

「まち」「まち」

　柴刈校区でネギの包装やスーパーフード「モリンガ」の栽培、加工、販
売を行う「姫の会」で活動する髙山憲行さんに話を聞きました。

全国チームオレンジ
のロゴマーク

姫の会の髙山ハルミさん（左）と
髙山憲行さん

特集 自分らしい生活を送るために

登録までの流れ

申
請
書
を
提
出

登
録
決
定
通
知

書
が
届
く

団
体
と
し
て

活
動
宣
言

オ
レ
ン
ジ
協
力
隊

養
成
講
座
の
受
講

オ
レ
ン
ジ
協
力
隊

と
し
て
活
動

インタビューインタビュー

認知症サポーターの
養成講座についてはこちら

オレンジ協力隊の養成講座
についてはこちら

通いの場の登録
についてはこちら
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人
生
の
最
期
を
ど
う
過
ご
す
か
。
考

え
た
く
な
い
し
、
縁
起
で
も
な
い
と
敬
遠

し
が
ち
で
す
。で
も
、
年
齢
問
わ
ず
誰
に

で
も
そ
の
日
は
訪
れ
ま
す
。
最
期
ま
で
自

分
ら
し
く
生
き
る
に
は
、
家
族
な
ど
周
り

の
人
に
思
い
を
伝
え
る
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。

　
　
７
割
が
意
思
表
示
で
き
な
い

　
大
き
な
病
気
や
け
が
で
命
の
危
険
が

迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
７
割
の
人
が

意
思
表
示
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
周
り
の
人
は

治
療
方
針
に
つ
い
て
す
ぐ
に
答
え
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
意
思
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
出
し
た
結
論
が
、
本
人

が
望
む
も
の
だ
っ
た
の
か
と
悩
み
続
け

る
場
合
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
日
々
の
看
病
の
場
面
で
も
、
本
人
に

病
状
を
ど
う
伝
え
る
か
、
延
命
治
療
を

す
る
か
ど
う
か
、
最
期
を
迎
え
る
場
所

は
ど
こ
に
す
る
か
な
ど
、
そ
の
都
度
難

し
い
選
択
を
迫
ら
れ
ま
す
。

残
り
の
人
生
を
ど
う
生
き
る

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
「
終
活
」
が
話
題

に
な
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
人

生
の
最
期
」
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
か
じ

め
備
え
て
お
く
こ
と
で
す
。最
近
で
は
、

備
え
だ
け
で
な
く
「
残
り
の
人
生
を
ど

う
生
き
る
か
」
と
い
う
前
向
き
な
考
え

方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

久
留
米
市
は
「
人
生
会
議
※
」
を
勧
め

て
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
医
療
や
介

護
の
希
望
に
つ
い
て
、
周
り
の
人
と
日
頃

か
ら
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
　

自
分
の
思
い
に
向
き
合
う

　
最
期
の
時
を
考
え
る
の
に「
余
命
わ
ず

か
」
を
想
定
し
、自
分
の
思
い
を
整
理
す
る

「
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。「
恋
の
話
」は
恋
バ
ナ
、
も
し
も
の

話
を
略
し
て
「
も
し
バ
ナ
」
と
言
い
ま
す
。

　
10
月
４
日
、
浮
島
校
区
高
齢
者
学
級

の
皆
さ
ん
は
、ゲ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　患者さんに病状を説明すると、「私は延命治療せず、このままで
いい」と言う人も多いです。ところが、呼吸が浅くなると家族は慌
てて救急車を呼び、本人の意向に添わない最期を迎えることも。人
生の最期をどう過ごしたいかは人それぞれです。思いは揺れ動くの
で、相談できる相手がいると安心です。迷いに寄り添いながら、希
望に合う医療や介護サービスが受けられるよう、専門職が支援でき
るので気軽に相談してほしいです。

医療や介護の専門職が支援

人生会議の「ススメ」

最期の過ごし方を
周りの人と話し合う

もしもの時に大切にしたいこと
が書かれた「もしバナカード」

動画
公開

むたほとめきクリニック
院長　牟田文彦さん

「
痛
み
が
な
い
」「
人
と
の
温
か
い
つ
な
が

り
が
あ
る
」「
い
い
人
生
だ
っ
た
と
思
え

る
」
な
ど
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
か
ら
、
自

分
の
思
い
に
近
い
も
の
を
選
び
、
最
も
欠

か
せ
な
い
３
枚
に
絞
り
ま
す
。
他
の
人
の

話
を
聞
く
と
、
価
値
観
や
考
え
方
に
違
い

が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　
参
加
し
た
江
島
頼
子
さ
ん
は
、「
こ
れ

ま
で
い
ろ
ん
な
人
の
最
期
を
見
届
け
て

き
ま
し
た
。
父
は
、
家
族
に
見
守
ら
れ
、

『
み
ん
な
仲
良
く
せ
や
ん
よ
』
と
言
っ
て

旅
立
ち
ま
し
た
。
私
も
家
族
や
友
人
と

の
交
流
を
大
切
に
し
て
き
た
の
で
、
医

療
や
介
護
の
希
望
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
て
お
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
を
手
が
か
り
に
話
し
合
う
　

　
市
は
、「
私
の
生
き
方
ノ
ー
ト
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
治
療
や
介
護
方
針
を
話

し
合
う
手
が
か
り
に
な
る
も
の
で
す
。
治

療
や
介
護
の
希
望
、
最
期
の
過
ご
し
方
、

い
ざ
と
い
う
時
に
代
弁
し
て
く
れ
る
人
な

ど
を
書
い
て
お
き
ま
す
。
法
的
な
権
利
は

発
生
し
な
い
の
で
、
何
度
で
も
書
き
直

せ
ま
す
。
ノ
ー
ト
は
市
健
康
推
進
課
や

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
。
市
ホ
ー
ム

②周りの人と話し合い、共有する

③話し合った結果を書きとめる

もしもの時、
自分が大切にしたいことは？
□ 家族や友人のそばにいる
□ 身の回りのことが自分でできる
□ 少しでも長く生きる
□ 家族の負担にならない
□ 痛みや苦しみがない
□ できる限りの治療を受ける

□ 治療やケアを受けて長く生きたい
□ 今以上の積極的な治療やケアは
　 受けたくない
□ 痛みやつらい症状は取り除いても
    らうが、延命治療は受けたくない

生き続けるのが大変な時、
自分はどう過ごしたいか？

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　
誰
も
自
分
の
最
期
は
経
験
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
に
な
っ
た
り
感
情
が

揺
れ
動
い
た
り
す
る
の
で
、
今
は
考
え
た

く
な
い
と
い
う
人
へ
の
配
慮
も
必
要
で

す
。あ
ら
た
ま
っ
て
会
議
を
し
な
く
て
も
、

何
気
な
い
会
話
の
中
に
、お
互
い
の
人
生

観
を
話
す
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
推
進
課（
☎
０
９
４
２・３
０・

９
７
２
９
、
℻
０
９
４
２・３
０・９
８
３
３
）

①自分が大切にしたいことを考える

 周りの人と話したい「最期」のこと

話し合ったことは書いておくのがオススメ。希望や思い
は変わることもあるので、繰り返し話し合いましょう

家族や医療・介護関係者など、自分の思いを伝えてく
れる人を決めて、価値観や人生観を共有しましょう

今の考え方を示しておくと、将来周りの人が判断する時に役立ちます

私の生き方ノート表紙

「私の生き方ノート」から、人生会議をするのに大事なポイントを紹介します

特集 自分らしい生活を送るために

浮島校区高齢者学級の皆さん。自分の
思いに近いカードを選びます

※AＣＰ(アドバンス・ケア・プラン
ニング）を言い換えた表現

元気なうちに、話し
合っておくと安心です

訪問診療の医師にインタビュー
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人
は
年
齢
を
重
ね
る
と
、
介
護
が
必

要
に
な
る
時
が
あ
り
ま
す
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
、
高
齢
者
が
自
ら
望
む

環
境
で
生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
介
護
保
険
課
の
吉
田

有
佑
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
要
介
護
認
定
申
請
か
ら

　
介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
被

保
険
者
が
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
１
～
３
割

の
費
用
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
介
護
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
ら
、
要
介
護
認
定
申
請
を
行
い

ま
す
。
介
護
の
必
要
性
を
示
す
「
要
介

護
状
態
区
分
」
を
市
が
認
定
。
区
分
は
、

要
支
援
１
～
２
と
、
要
介
護
１
（
軽
度
）

～
５
（
重
度
）
の
７
段
階
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
区
分
を
基
に
、
本
人
や

家
族
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

居
宅
介
護
事
業
者
な
ど
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
相
談
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
決
定

し
ま
す
。
申
請
は
介
護
保
険
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
、
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
ま

す
。気
軽
に
申
請
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
の
意
思
に
沿
っ
た
支
援
へ

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪

問
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
在

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
入
所
す
る
施
設

型
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
か
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
を
選

び
ま
す
。
た
め
ら
わ
ず
に
利
用
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
２
０
５
、
℻
０
９
４
２
・
３
６
・
６

８
４
５
）

高齢者に関する相談は地域包括支援センターへ

介護保険課
吉田有佑さん

　地域包括支援センターは、保健
師、主任ケアマネジャー、社会福
祉士などが連携しながら高齢者の
生活を総合的に支援しています。
介護サービスだけでなく、健康、
介護予防や日常生活の困り事、
金銭管理への不安などさまざま

な相談に応じます。センターは市
内に11カ所あり、地域ごとに分か
れています。受け付け時間は平日
の8時30分から17時15分まで。
利用は無料です。担当のセンター
は、市ホームページで確認してく
ださい。

本人の希望を尊重し
介護サービスを選ぶ

みんなで支え合う介護保険

問長寿支援課（☎ 0942･30･9038、℻ 0942･36･6845）
えーるピア久留米に併設する久留
米中央第3地域包括支援センター

特集 自分らしい生活を送るために

昨
年
よ
り
時
間
を
拡
大

　
今
年
も
「
久
留
米
た
ま
が
る
大
道
芸
」

を
開
催
し
ま
す
。
11
月
18
日
㈯
、
19
日

㈰
に
、
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
六
角
堂

広
場
、
ほ
と
め
き
通
り
商
店
街
、
東
町

公
園
、
西
鉄
久
留
米
駅
東
口
広
場
の
４

カ
所
を
会
場
に
大
道
芸
人
に
よ
る
個
性

豊
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。
初
登
場
の
３
組
を
含
む
17

組
が
出
演
。
時
間
も
昨
年
よ
り
拡
大
し
、

18
日
㈯
は
14
時
か
ら
19
時
、
19
日
㈰
は

10
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
。
日
本

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
芸
人
た
ち
が
、
久
留

米
の
ま
ち
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
や
キ
ッ
ズ
企
画
も

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
子
ど
も
向
け
の
宝

さ
が
し
ゲ
ー
ム
「
く
る
っ
ぱ
を
さ
が

せ
！
」
を
今
年
も
開
催
。
各
会
場
に
い

る
く
る
っ
ぱ
の
中
か
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
載
っ
て
い
る
同
じ
ポ
ー
ズ
の
く

る
っ
ぱ
を
探
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
完
成

さ
せ
ま
す
。
今
年
は
く
る
っ
ぱ
が
な
く

し
た
物
を
探
す
謎
解
き
の
「
む
ず
か
し

い
コ
ー
ス
」
も
。

　
ほ
と
め
き
通
り
商
店
街
で
は
、パ
レ
ー

ド
も
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
人
気
の
足
長

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ク
ト
の
Ｈハ

ロ

Ａ
Ｒ
Ｏ
や

初
登
場
の
松
鶴
家
天
太
な
ど
が
登
場
。

間
近
で
芸
人
た
ち
と
触
れ
合
え
ま
す
。

問
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
☎
０
９
４

２
・
３
６
・
３
０
０
０
、
℻
０
９
４
２
・

３
６
・
３
０
８
７
）

体長３ｍのHAROは近くで見ると迫力がありま
す（昨年のパレードの様子）

今年もま
ちに笑顔

を運んで
くる

今年もま
ちに笑顔

を運んで
くる

土11.1811.18
1919日

中国雑技芸術団による驚きの技
が披露されます（昨年の様子）

第８回

14:00～19:0014:00～19:00
10:30～15:3010:30～15:30
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